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01 決算概況



4© Advantage Risk Management Co.,Ltd.

2021年度

第２四半期

(単位:百万円) 実績 売上高比 実績 売上高比 増減額 増減率

売上高 2,612  ー 2,894  ー + 282  + 10.8%  

営業利益 △ 15  △0.6% 13  +0.5% + 28  ー

経常利益 △ 21  △0.8% 7  +0.2% + 28  ー

親会社株主に帰属する

当期純利益
△ 28  △1.1% △ 16  △0.6% + 12  ー

2022年度

第２四半期
対前年同期比

売上高 2,894百万円 前期比 +282百万円（増減率 +10.8%）の増収となり各事業ともに堅調に推移。

成長投資を継続、事業拡大による費用増加も、経常利益 ７百万円 と黒字転換（前期比 ＋28百万円）

2022年度 第2四半期 連結業績サマリ

※  2 0 2 2 年 度 第 2 四 半 期 当 期 純 損 失 の 要 因 は 、 特 別 損 失 で 「 投 資 有 価 証 券 評 価 損 」 3 . 8 百 万 円 を 計 上 、 「 法 人 税 等 合 計 」 1 9 . 8 百 万 円 を 計 上 し た こ と に よ る も の で す 。

※

上半期で４年振りに二桁成長を回復
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第2四半期累計期間 売上高推移

（百万円）

対前年同期比

+10.8%

各事業ともに新規顧客の獲得は

堅調に推移し、ストック収益は

順調に増加を継続。

コロナ禍の影響から回復、研修

関連のソリューション売上など

フロー収益がコロナ前を上回り

増加。

※

※各種保険関連はLTD事業およびリスクファイナンシング事業の収益
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四半期期間別 事業別売上高推移

Q2は+12.4%

前年同期比で伸長

ソリューション売上が好調に推移（百万円）

Q1

メンタリティマネジメント事業「アドバ

ンテッジ タフネス」 、就業障がい者支援

事業「GLTD」販売は引き続き堅調。

研修などソリューション売上はコロナ前

を上回り伸長。

注：「メンタリティマネジメント事業」および「健康経営事業」は決算報告セグメントにおける『メンタリティマネジメント事業』、

「LTD事業」および「両立支援事業」は決算報告セグメントにおける『就業障がい者支援事業』に区分。

Q2 Q3 Q4

+9.2% +12.4%
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第2四半期累計期間 事業別営業利益推移

（百万円）

営業利益は前年同期比で増益

13百万円

（前年同期比 +28百万円）

成長戦略に基づくシステム投資、事業拡大

に伴う人件費増加など全社でコストは増加し

たものの、売上が伸長したことにより増益。

注：全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門等の販売費及び一般管理費であります。

注：「メンタリティマネジメント事業」および「健康経営事業」は決算報告セグメントにおける『メンタリティマネジメント事業』、

「LTD事業」および「両立支援事業」は決算報告セグメントにおける『就業障がい者支援事業』に区分。
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第2四半期累計期間 費用構成推移

（百万円）

成長投資を計画どおり実施、

前年同期比で増加も増加率は減少
（前年同期比 +253百万円）

その他

人件費 人材強化による増加

成長戦略に必要なシステム開発のための IT人員強化、各事

業の拡大のための人員採用。

システム関連費 商品力強化のため増加

既存サービスの改良「アドバンテッジ ウェルビーイング

DXP」の開発など成長投資を計画通り実施継続。ソフト

ウェア償却費の増加、利用者増加に伴うサーバー費用や運

用保守費などシステム関連費用増加。

マーケティングコスト マーケティング強化

プロモーション施策や販売促進の施策強化継続。

( 前 年 同 期 比 )

+345
( 増 加 率 )

+15.1%

( 前 年 同 期 比 )

+253
( 増 加 率 )

+9.7%



9© Advantage Risk Management Co.,Ltd.

システム関連費用 前年同期比

（百万円）

ソフトウェア償却費

システム関連費用

+74 • 「アドバンテッジ タフネス」のシステム刷

新や「EQ関連」など既存の主力サービスの

改良や「アドバンテッジ ウェルビーイング

DXP 」 「アドバンテッジpdCa」等の新

サービスに係る償却費が増加。

• システム関連費用は、健康経営事業の売上増

加に伴う健診管理システム関連費用（変動

費）が増加。

• 一方で「旧アドバンテッジ タフネス」の償

却費や「ADVANTAGE HARMONY」のシス

テム移行費用、旧ハーモニーのシステム関連

費は減少。

戦略新サービス

既存サービスの刷新・改良

償却終了
など

成長投資により

ソフトウェア償却費が増加

+37

売上連動 新旧ダブル・移行
費用など減少

FY21Q3～
発生

契約管理シ
ステム保守
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連結貸借対照表・連結キャッシュフロー計算書

・総資産は「無形固定資産の増加」など、前期末比 398百

万円増加で6,077百万円。・純資産は、当期純損失、配当に

よりQ2では179百万円減少し 3,245百万円。

・成長投資に向けたシステム開発により「無形固定資産の

取得による支出」は前年同期比で増加も、フリーキャッ

シュフローは 374百万円とプラス。

連結貸借対照表 連結キャッシュフロー計算書

(百万円) FY2021 FY2022 Q２ (百万円) FY2021 Q2 FY2022 Q２

流動資産 2,204   2,268   営業ＣＦ 703   910   

現金及び預金 717   922   税金等調整前損益 △ 21   3   

売掛金 919   805   減価償却費 152   224   

その他 566   540   その他 573   682   

固定資産 3,474   3,808   投資ＣＦ △ 1,583   △ 535   

有形固定資産 198   181   投資有価証券の取得 △ 1,177   ー　

無形固定資産 1,758   2,120   無形固定資産の取得 △ 403   △ 536   

投資有価証券 1,200   1,184   その他 △ 2   0   

その他 317   322   財務ＣＦ △ 469   △ 169   

総資産 5,678   6,077   現預金増減額 合計 △ 1,348   204   

負債 2,253   2,831   期末現預金残高 1,407   922   

純資産 3,425   3,245   

株主資本 3,374   3,194   フリーＣＦ △ 879   374   

自己資本比率 59.4%    52.6%    
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02
事業別の状況

(1)メンタリティマネジメント事業

(2)健康経営事業

(3)LTD事業

(4)両立支援事業

(5)リスクファイナンシング事業
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事業別の状況サマリー

事業 2022年度 第２四半期累計期間の状況

メンタリティマネジメ
ント事業

• 「アドバンテッジ タフネス」は堅調に推移。

• コロナ禍で低迷していたソリューション売上が回復、ストレスチェック後のソリューション

ニーズを捉えて伸長。コロナ前の売上を上回る。

健康経営事業
• 企業の健康経営推進ニーズ、健診データのデジタル化トレンドなど市場の追い風を背景に、

「健診管理システム」「産業医・保健師サービス」ともに引き続き伸長。前年同期比で

+22.5%の増収。

LTD事業

• 大口顧客向け案件における売上の後ろ倒しはあるものの新規顧客は順調に積み上がり伸長 。

前年同期比 +8.9%の売上増。

• 市場は引き続き成長。

両立支援事業
• 育児・介護休業法改正への対応ニーズによる追い風で「ADVANTAGE HARMONY」のパイ

プラインは堅調に増加。復職支援プログラム「eRework」のニーズも高い。

今後の成長に向けた
取組み

• 「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」を軸とした総合提案によるアカウント営業を推

進。効率的な営業活動により、複数サービスの内定・導入検討企業も増加。

• 「アドバンテッジWellGage（ウェルゲージ）」の販売やリソルライフサポート社「ライフ

サポート倶楽部」との連携による福利厚生領域への進出を加速。
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「アドバンテッジ ウェルビーイング DXP」を軸とした総合提案を推進

エンゲージメント向上 ハラスメント対策 離職防止

エンゲージメントが高まるような

組織開発・教育をしたい
未然予防に力を入れたい タフな人を採用・育成したい

従業員や求職者にとって

魅力的な制度・施策を導入したい
相談・発生後の対応を強化したい

離職リスクの

早期発見・早期フォローがしたい

健康経営/人的資本経営

まずは状況を見える化したい

フィジカル施策を強化したい

メンタル不調者を減らしたい

推進体制を整えたい

カウンセリング 研修(メンタル・人材育成)

社員研修プログラム

研修(フィジカル)

オンライン健康セミナー

eラーニングサービス 若手の対処力向上プログラム

特定保健指導

アドバンテッジ

スマートライフプログラム

福利厚生

ライフサポート倶楽部

睡眠改善アプリ組織開発コンサルティング 健康経営コンサルティング

組織開発総合プログラムデータプラットフォーム

パルスサーベイ 採用適性検査

コンサルティング コンサルティング

健診予約結果管理システム 産業医・保健師紹介

産業医・保健師サービス

団体長期障害所得補償保険 休職者管理システム

組織と個の

パフォーマンス

向上！

新規顧客への総合提案、既存顧客へのクロスセル・アップセルを積極推進。営業効率も向上

様々な
経営・

人事課題
を解決

するため

総合提案
営業組織
を構築
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(1)メンタリティマネジメント事業 － 業績

売上高推移

概ね計画どおりに推移

売上高は前年同期比 +7.6%

⚫ 「アドバンテッジ タフネス」の新規契約および既存

契約の保持は堅調に推移し、ストック収益は着実に

増加。

⚫ コロナ禍による影響が減少し、研修などソリュー

ション売上は課題解決PDCAを回すためのニーズを

捉えて伸長。

⚫ 既存の「アドバンテッジ タフネス」をはじめ「アド

バンテッジpdCa」や「アドバンテッジ ウェルビー

イング DXP」など成長投資に伴う償却費の増加、

事業拡大に伴う人件費の増加などにより前年同期比

で費用が増加し減益。

注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全 社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、

人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦 し た も の と な り ま す 。

（ ※ ） 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等 の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

（単位：百万円）  FY21　Q２ FY22　Q２ 前年比増減

売 上 高 1,652 1,778 +7.6%

費 用 1,410 1,569 +11.3%

セ グ メ ン ト 利 益 242 208 △13.9% 

営 業 利 益 22 △8 -

セグメント利益
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(1)メンタリティマネジメント事業 － 商品別の売上高推移

• 「アドバンテッジ タフネス」本体は、堅調に推

移し増加。

• ソリューション売上が伸長。

Q1 Q2 Q3 Q4

Q2は前年同期比で伸長

+11.5%+3.7%

+11.5%
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(1)メンタリティマネジメント事業 － ソリューション売上の内訳

• ストレスチェック後の研修等ソリューションニー

ズも捉え、Q2は大幅に増収。前年同期比+48.7%

• オンライン研修は定着しつつもリアル開催での研

修も増加。特にリアル開催でのニーズ・効果の高

い「ＥＱ(感情マネジメント力)研修」などが回復。

研修件数の実施推移（4～9月）

Q1 Q2 Q3 Q4

+6.5%

+48.7%
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(1)メンタリティマネジメント事業トピックス －
ホワイト500や健康経営優良法人を中心に課題解決施策→実施施策の効果（アウトカム）確認ニーズ拡大

パルスサーベイ

短サイクルのサーベイで効果検証＆リスク早期発見

組織開発コンサルティング

健康経営支援サービス

若手の対処力向上プログラム 人材採用・定着支援

応募者のストレス耐性・

リスクパターンの可視化

選考・内定者フォロー

結果を活用した研修
研修

集合

プロセス評価/データ分析

/健康施策の見直し/KPI設定

採用適性検査

マンガによる学習とワーク

心理専門家のフィードバック

オンライン

eラーニング

各種形態×テーマをご用意

メンタルヘルス

エンゲージメント

フィジカル

ハラスメント

リーダーシップ

EQ

各メンバーへの状況ヒアリング

職場単位でのワークショップ

エンゲージメント向上/

課題組織の改善/対話促進/etc…

各種手法の組み合わせ×幅広いテーマに対応

人事・経営課題解決サービス ニーズ拡大 施策の効果検証まで力を入れたい企業の増加

パルスサーベイ導入効果

エンゲージメント調査メンタルヘルス調査

ハラスメント調査

メンタルタフネス度調査

メンタリティマネジメント調査 プレゼンティーイズム調査

パルスサーベイ ▶効果検証やアクションの見直しが可能に年１の調査

45

52

55
Action 1 Action 2

年１の調査

45

効果検証なし

効果検証あり

46
45

あまり効果なし？

→アクション変更
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(2)健康経営事業 － 業績

売上高推移

売上高は 前年同期比 +22.5%

引き続き伸長

⚫ 「産業医・保健師サービス」は復職者面談やメンタ

ル健康相談など追加依頼が増加。

⚫ 企業の健康経営推進ニーズ、健診データのデジタル

化トレンドなど引き続き市場は追い風。「健診管理

システム」も引き続き伸長。入力代行などオプショ

ン処理件数が増加。

⚫ 事業拡大に伴う人件費等の費用増加により減益。

注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全 社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、

人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦 し た も の と な り ま す 。

（ ※ ） 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等 の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

セグメント利益

（単位：百万円）  FY21　Q２ FY22　Q２ 前年比増減

売 上 高 323 396 +22.5%

費 用 295 383 +29.7%

セ グ メ ン ト 利 益 28 13 △51.8% 

営 業 利 益 △6 △26 -
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(2)健康経営事業 － 商品別の売上推移

FY19

前年同期比

+22.6%

「健診システム」

Q2前年同期比

+25%

「健診管理システム」、「産業医・
保健師サービス」ともに堅調に推移

「産業医・保健師」

Q2前年同期比

+23%

（百万円）

FY20 FY21 FY22
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(2)健康経営事業 トピックス －産業保健スタッフ向けプラットフォーム開設

• 産業保健スタッフ間の情報交換を目
的としたオンラインコミュニティ

• 産業医や保健師に加え、心理職など
も含めた産業保健に関わる有資格者
すべてを対象とする日本初のプラッ
トフォーム

・産業保健に関わるすべての専門家のためのオンラインコミュニティ「さんぽLAB（ラボ）」を開設

・開設から3ヶ月で登録者数が800人を突破。（現在は1,000人を超える登録者数まで増加）

・産業保健に関する情報発信、産業保健スタッフ間の情報共有・コミュニティ活性化により、企業の産業保健全般

に関する課題解決を支援。併せて顧客企業の産業保健体制の充実に貢献する。
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(3)LTD事業 － 業績

売上高推移

堅調に推移し、売上高は

前年同期比 +8.9%

⚫ 市場の成長でマーケットは引き続き好調。

⚫ 売上の後ろ倒しになる案件はあるものの、概ね計画

通りでパイプラインは堅調。

⚫ 事業拡大に伴う人件費、システム関連費用など経費

も増加しているものの増益。

注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全 社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、

人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦 し た も の と な り ま す 。

（ ※ ） 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等 の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

セグメント利益

（単位：百万円）  FY21　Q２ FY22　Q２ 前年比増減

売 上 高 448 488 +8.9%

費 用 366 392 +7.0%

セ グ メ ン ト 利 益 81 95 +17.2%

営 業 利 益 16 29 +76.3%
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(3)LTD事業 － 売上高の推移

➢ 新規顧客も順調に積み上がり順調。

➢ 既存契約はコロナ禍による従業員削減や経費見

直しの影響は前年同期に比べると減少。既存も

堅調に推移。

概ね計画通りに伸長
（百万円）
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(4)両立支援事業 － 業績

売上高推移

法改正を追い風に

引き続き成約件数が増加

⚫ 順次施行の育児・介護休業法改正への対応ニーズが

追い風で、パイプラインは引き続き堅調。成約件数

も着実に伸長。

⚫ システム開発投資により償却費は増加も、前期発生

した新システムへの移行関連のスポットコストは減

少。

総費用は前期比で減少し利益面も改善。

注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全 社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、

人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦 し た も の と な り ま す 。

（ ※ ） 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等 の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

セグメント利益

（単位：百万円）  FY21　Q２ FY22　Q２ 前年比増減

売 上 高 30 74 +147.1%

費 用 172 148 △13.9% 

セ グ メ ン ト 利 益 △142 △73 -

営 業 利 益 △152 △87 -
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(4)両立支援事業 －「ADVANTAGE HARMONY」導入の状況

契約社数は 59社まで増加
（百万円）

改正育児・介護休業法の順次施行に

よる追い風で、新規顧客は着実に積

み上がる。

法改正セミナー集客好調、オーガ

ニック流入数も伸びており

導入検討企業は順調に増加し、パイ

プラインは伸長。

注1：契約社数は『ADVANTAGE HARMONY』 での契約のみ、『eRework』単体導入企業および『HARMONY lite』(注2)での契約社は含んでおりません。

59社

注1

注2：『HARMONY lite』は、『ADVANTAGE HARMONY』の機能を一部に限定したエントリーモデルとなります。

HARMONY
利用料売上

HARMONY
初期導入など
一時的な売上

eRework/
HARMONY lite売上

HARMONY 契約社数

注1

FY19 FY20 FY21 FY22
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(4)両立支援事業トピックス － 育児・介護休業法改正に伴うシステムニーズの増加→法改正セミナー大盛況

今まで表計算ソフトや人事システムの簡易休業者管理機能を利用していたが
法改正に伴い対応が複雑になり、システム対応のニーズが拡大

社労士が解説する
法改正セミナーが
過去最高の集客

法改正対応ハンドブックが
多くダウンロード
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(5)リスクファイナンシング事業 － 業績

売上高推移

概ね計画どおり

注 ： 営 業 利 益 は 、 財 務 会 計 上 の 報 告 セ グ メ ン ト の 利 益 か ら 、 更 に 全 社 費 用 （ ※ ） を 各 事 業 の 売 上 比 率 、

人 員 数 等 一 定 の 基 準 で 配 賦 し た も の と な り ま す 。

（ ※ ） 主 に 報 告 セ グ メ ン ト に 帰 属 し な い 管 理 部 門 等 の 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

セグメント利益

（単位：百万円）  FY21　Q２ FY22　Q２ 前年比増減

売 上 高 157 156 △0.8% 

費 用 36 36 △1.1% 

セ グ メ ン ト 利 益 121 120 △0.6% 

営 業 利 益 104 106 +1.7%
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03 トピックス
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アドバンテッジウェルビーイングDXP － 新機能リリース

Phase2.0リリース

クロス分析機能拡充
分析テーマの追加など

• リリース済の分析テーマ「健康経
営」に「D&I」「離職防止」が新
規追加され、分析結果から注視し
たい組織・課題のカテゴリを登録
することが可能に

• 登録された課題に対して「必要な
アクション」「おすすめのソ
リューション」を提示



29© Advantage Risk Management Co.,Ltd.

アドバンテッジウェルビーイングDXP － 新機能リリース

Phase2.0リリース

ホーム画面拡充
生活習慣指標のステータス表示追加*

• ストレスチェック・健康診断・勤
怠情報などの指標から、従業員本
人の最新のステータスを表示

• 今回「生活習慣」ウィジェットが
新規追加され、自身の生活習慣に
関する各指標において「要改善」
「要注意」「良好」のステータス
が表示される

* アドバンテッジ タフネスのオプションにて、生活
習慣に関する設問を実施している場合のみ表示さ
れます
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アドバンテッジウェルビーイングDXP － 新機能リリース

Phase2.0リリース

レコメンデーション機能追加
改善に向けたアクションを自動で提案

• メンタルヘルス・健康診断結果・
生活習慣の各指標や内容に応じた
コンテンツを表示*1

「改善アドバイス」

「ヘルスリテラシー向上の動画」

「カウンセリング」

「おすすめサービス*2」

*1 ご契約があるサービスのみ表示されます
*2 リソルライフサポート社「ライフサポート倶楽

部」と連携し、ウェルビーイング向上支援メ
ニューに対応しています
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アドバンテッジ ウェルビーイング DXPの展開－企業への導入進む

グループ全体での導入で指標の統一化や
健康経営の推進のため、
人事データの活用による

エンゲージメント向上への
対策を進める企業に導入伸張

×

従業員の
エンゲージメント向上
目的での新規導入進む
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第7回HRテクノロジー大賞授賞式－人的資本経営サービス部門 優秀賞受賞

人的資本経営サービス部門
において初代優秀賞を受賞

アドバンテッジ ウェルビーイング DXPが、
本年より新たに創設された

「人的資本経営サービス部門賞」の初代優秀賞受賞

「状態の見える化から課題解決までの一連の PDCA サイクル
を支援する優れたサービス」と評価
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今後の主な各種イベントの登壇

日本の人事部主催
「HRカンファレンス2022-秋-」

(2022年11月開催)

ーエンゲージメントの見える化から「見える変化」の時代へ
～測定だけで終わらせない効果的な運用方法とは～
(エンタープライズ営業本部 本部長 藤原 靖)

ー【中堅中小企業向け】利用されない福利厚生サービスに意
味はあるのか。コストを下げ質を上げるポイント
(ミドルマーケット開発本部 本部長 兼 リソルライフサ
ポート株式会社 取締役 菊田 卓)

Sansan主催
「DX CAMP 2022 for Enterprise」

(2022年11月開催)

ーDX推進で実現、人的資本情報の可視化とウェルビーイング
経営
(代表取締役社長 鳥越 慎二)
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免責事項

本資料に含まれる計画、見通し、戦略その他の将来に関する記述は、本資料作成日時点におい

て当社が入手している情報および合理的であると判断している仮定に基づくものであり、さま

ざまなリスクおよび不確実性が内在しています。

そのため実際の業績などは、経営環境の変動などにより、当該記述と著しく異なる可能性があ

り、正確であるという保証はありません。

また、本資料に記載されている当社および当社グループ以外の情報は、一般に公知の情報に依

拠したものであり、情報の正確性などについて保証するものではありません。


